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(百万円未満切捨て)

１．平成30年12月期第２四半期の業績（平成30年１月１日～平成30年６月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第２四半期 4,532 20.9 215 44.0 204 35.7 51 7.9

29年12月期第２四半期 3,748 33.5 149 △31.8 150 △32.2 47 △55.8
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年12月期第２四半期 3.95 3.95

29年12月期第２四半期 3.66 3.66

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年12月期第２四半期 3,174 1,940 61.1

29年12月期 2,976 1,954 65.6

(参考) 自己資本 30年12月期第２四半期 1,940 百万円 　29年12月期 1,953 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年12月期 － 0.00 － 5.00 5.00

　30年12月期 － 0.00

　30年12月期(予想) － 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年12月期の業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,842 22.6 700 24.2 686 22.3 355 12.7 27.39

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

決算短信（宝印刷） 2018年08月06日 10時36分 1ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年12月期２Ｑ 13,210,000株 29年12月期 13,210,000株

② 期末自己株式数 30年12月期２Ｑ 224,927株 29年12月期 212,300株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期２Ｑ 12,990,764株 29年12月期２Ｑ 12,994,554株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記の予想に関する事項は、添付資料３ページ「１．当

四半期決算に関する定性的情報(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国の経済は、雇用環境の改善などを背景に緩やかな回復基調が継続しているも

のの、米国を中心とした貿易摩擦が強まるなど、景気の先行きについては不透明な状況が継続しております。

我が国の医療環境については、６年に１度の診療報酬と介護報酬の同時改定が実施されました。団塊の世代が全て

75歳以上の高齢者となる2025年に向け、どこに住んでいても適切な医療・介護を安心して受けられる社会の実現（地

域包括ケアシステムの構築）が改定に際しての基本認識の一つとされ、今後も質の高い在宅医療・訪問看護の確保の

重要性が高まっていくものと考えております。

このような状況のもと、当社は新たに事業所を10ヶ所、営業所を２ヶ所開設するなど、引き続き訪問看護事業の拠

点開設を進めるとともに、人員の確保及び人材育成に注力してまいりました。

以上により、当第２四半期累計期間における売上高は4,532,813千円となり、前年同四半期に比べて784,699千円、

20.9％の増収となりました。利益面では、拠点数の増加に伴う家賃負担や人件費負担の増加などの影響はありました

が、看護師一人当たりの月間訪問件数の向上により営業利益は215,640千円となり、前年同四半期に比べて65,838千

円、44.0％の増益となりました。経常利益についても204,130千円となり、前年同四半期に比べて53,676千円、35.7％

の増益となりました。四半期純利益は退任役員に対する慰労金49,600千円を支払ったものの51,298千円となり、前年

同四半期に比べ3,771千円、7.9％の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

　① 資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第２四半期会計期間末の資産合計は3,174,011千円となり、前事業年度末から197,257千円増加しました。増

収に伴い売掛金が増加したほか、新規営業所開設に係る有形固定資産や、基幹システムに係るソフトウェア仮勘

定の増加により無形固定資産が増加するなどしました。

（負債の部）

当第２四半期会計期間末における負債合計は1,233,598千円となり、前事業年度末から211,005千円増加しまし

た。法人税等の確定納付により未払法人税等が減少するなどしましたが、短期借入金や給料等に係る未払金が増

加するなどしました。

（純資産の部）

当第２四半期会計期間末における純資産は1,940,413千円となり、前事業年度末から13,748千円減少しました。

四半期純利益を計上したものの、平成29年12月期に係る剰余金の配当を実施したことから、利益剰余金が減少す

るなどしました。

　

　② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は781,095千円となり、前事業年度末に比

べて14,518千円増加しました。

なお、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、26,145千円の資金増加（前年同四半期は51,096千円の資金減少）とな

りました。これは法人税等の支払額が151,132千円であったものの、税引前四半期純利益を156,450千円計上した

ほか、未払金の増加額が80,412千円となったことなどによります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、45,229千円の資金減少（前年同四半期は63,331千円の資金減少）とな

りました。これは新拠点の事務所などに係る差入保証金の差入れによる支出を18,588千円、基幹システムに係る

無形固定資産の取得による支出を18,220千円行ったことなどによります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、33,602千円の資金増加（前年同四半期は25,185千円の資金増加）とな

りました。配当金の支払額が64,161千円あるなどしたものの、短期借入金の純増額が100,000千円となったことな

どによります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年２月７日の「平成29年12月期決算短信[日本基準](非連結)」で公表いたしました通期の業績予想に変更

はありません。

なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 766,577 781,095

売掛金 1,530,851 1,681,086

貯蔵品 1,706 4,729

その他 152,675 166,807

貸倒引当金 △1,411 △805

流動資産合計 2,450,400 2,632,913

固定資産

有形固定資産 108,017 113,946

無形固定資産 162,448 167,823

投資その他の資産 255,888 259,328

固定資産合計 526,353 541,098

資産合計 2,976,754 3,174,011

負債の部

流動負債

短期借入金 － 100,000

未払金 521,266 603,799

未払法人税等 173,398 154,205

賞与引当金 22,879 26,080

その他 242,526 262,086

流動負債合計 960,070 1,146,172

固定負債

退職給付引当金 61,582 81,434

その他 939 5,991

固定負債合計 62,521 87,426

負債合計 1,022,592 1,233,598

純資産の部

株主資本

資本金 731,950 731,950

資本剰余金 722,796 722,796

利益剰余金 714,296 700,606

自己株式 △215,198 △215,250

株主資本合計 1,953,844 1,940,103

新株予約権 316 310

純資産合計 1,954,161 1,940,413

負債純資産合計 2,976,754 3,174,011
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,748,113 4,532,813

売上原価 2,912,367 3,585,244

売上総利益 835,746 947,568

販売費及び一般管理費 685,944 731,928

営業利益 149,801 215,640

営業外収益

受取利息 234 166

助成金収入 － 2,840

その他 1,911 1,742

営業外収益合計 2,146 4,749

営業外費用

支払利息 593 36

雑損失 － 16,115

自己株式取得費用 899 －

その他 － 106

営業外費用合計 1,493 16,258

経常利益 150,454 204,130

特別利益

保険解約返戻金 － 1,912

新株予約権戻入益 － 6

特別利益合計 － 1,919

特別損失

役員退職慰労金 － 49,600

固定資産除却損 2,542 －

特別損失合計 2,542 49,600

税引前四半期純利益 147,912 156,450

法人税、住民税及び事業税 109,492 115,718

法人税等調整額 △9,107 △10,566

法人税等合計 100,385 105,151

四半期純利益 47,527 51,298
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 147,912 156,450

減価償却費 27,493 22,698

貸倒引当金の増減額（△は減少） △182 △605

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,066 3,201

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,507 19,852

受取利息及び受取配当金 △234 △166

支払利息 593 36

保険解約損益（△は益） － △1,912

自己株式取得費用 899 －

固定資産除却損 2,542 －

売上債権の増減額（△は増加） △154,512 △150,234

たな卸資産の増減額（△は増加） 611 △3,022

未払金の増減額（△は減少） △7,265 80,412

預り金の増減額（△は減少） 19,449 12,590

その他 21,146 37,862

小計 71,028 177,162

利息及び配当金の受取額 234 166

利息の支払額 △593 △52

法人税等の支払額 △121,834 △151,132

法人税等の還付額 69 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △51,096 26,145

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,523 △7,591

無形固定資産の取得による支出 △39,613 △18,220

貸付けによる支出 △3,576 △9,000

貸付金の回収による収入 4,143 1,776

差入保証金の差入による支出 △17,853 △18,588

差入保証金の回収による収入 6,033 1,795

その他 58 4,598

投資活動によるキャッシュ・フロー △63,331 △45,229

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △8,352 －

リース債務の返済による支出 △4,383 △2,183

自己株式の取得による支出 △100,827 △52

配当金の支払額 △61,251 △64,161

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,185 33,602

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △89,242 14,518

現金及び現金同等物の期首残高 351,755 766,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 262,513 781,095
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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